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遠隔監視ＰＴＺカメラ

内容物をご確認ください。
カメラ×１、電源アダプタ×１、取り付けネジ×１、
防水キャップ×１、クイックマニュアル（本紙）×１

microSDカード(最大128GB)は、お客様にてご用意ください。
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１. アプリのダウンロードとインストール

２. アカウントを作成する

方法１
方法２
 

下図のQRコードを読み取って、「iCSee」アプリをダウンロードします。
Playストア/App Storeで、「iCSee」を検索してダウンロードします。

初めて使用する場合、[新規登録]をタップ（図１）して、メールアドレスと
パスワードを入力後、[次へ]をタップしてアカウントを登録します（図２）。

※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

登録したアドレスにメールが届きます。
メールを開いて、メールから登録します。

図１ 図２



３. 電源を入れる

４. 携帯端末をWi-Fi接続する
携帯端末を、2.4GHz帯のWi-Fiに接続します。（図４）

防水カバーを外すと、microSDカードスロットとリセットボタンがあります。
カメラの映像を保存する場合、カメラの電源を入れる前に、microSDカード
を挿入してから、カメラの電源を入れてください 。
通電中は、microSDカードの抜き差しをしないでください。（図３）

カメラに電源アダプタを接続して電源を入れると、数秒後に
「System starting up, wait be configered.」（システム起動中です。設定中
です。）という音声ガイダンスが流れます。
待ってもカメラから音声ガイダンスが流れない場合は、
「Restore factory settings, please do not power off.」という音声ガイダン
スが聞こえるまでカメラのリセットボタンを長押しします。リセットボタンを放
すと、工場出荷時の設定に戻ります。 次にネットワークを設定します。

リセットボタン

防水カバー

microSDカード
スロット

図４図３



５. カメラのネットワークを設定する
1. iCSee アプリを開き、「サービス規約と個人情報保護方針」に同意してから
　ログインします。（図５）
　位置情報のアクセス許可画面が表示された場合、[アプリ使用時のみ]を
　タップします。
2. カメラ画面が表示されます。[+]をタップします。（図６）

図５ 図６



3. カメラを追加する画面が表示されます。（図７）
　[カメラを追加（無線）]をタップします。 
4. カメラの電源をオンにする画面が表示されます。（図８）
　カメラの電源が接続されていることを確認後、[次へ]をタップします。

図７ 図８



5. カメラのネットワーク設定の画面が表示されます。 （図９）
　[次へ]をタップします。
6. ルーターの設定画面が表示されます。音声ガイダンスが流れます。
　ルーターのパスワードを入力し、[OK]をタップします。（図10）

図９ 図10



7. QRコードの画面が表示されます。（図11）
8. カメラから約25～35cmの位置で、QRコードをレンズ側に向けます。
　しばらくすると、「Connect router sucessfully.」（ルーターに接続成功しま
　した。）と音声ガイダンスが流れ、さらに「ネットワークの接続に成功しま
　した。」と音声ガイダンスが流れるまで、QRコードをレンズ側に向けます。
　接続が完了すると、画面が切り替わります。（図12）

図11 図12

レンズから25～35cmの距離

接続できない場合、リセットボタンを
音声ガイダンスが流れるまで長押しし
て工場出荷時の状態に戻します。
再起動して約１分後に、手順６(図10)
の操作からやり直してください。



9.   接続が成功したら、パスワード設定画面が表示されます。（図13）
　  カメラのパスワードを設定し、[次へ]をタップします。
　  メモ：設定したパスワードは、忘れないようメモして置いてください。
10. 基本情報画面が表示されます。（図14）
　  カメラの名前を登録し、[完了]をタップします。

図14図13



６. カメラ映像を確認する
1. iCSee アプリを開いて、図５のログイン画面からログインすると、
　登録されているカメラ画面が表示されます。（図15）
　画像の中央の（▶）アイコンをタップします。
2. リアルタイムのカメラ映像が表示されます。（図16）
　PTZ操作(カメラを上下左右に動かす)等の操作や設定ができます。

図16図15



Ａ ： プレビュー画面から[再生]をタップして再生画面を開き、[対象ファイル]を選択
　　し[ダウンロード]をタップすると、ダウンロード管理画面でダウンロードします。
　　ファイルの[▶]をタップすると、映像を再生します。
　　再生画面の右上側の[       ]をタップすると、「アルバムに保存しました」と表示
　　されますので、[OK]をタップします。（アルバムアイコンから再生できます。）
　　その際、携帯端末の画像フォルダ内の[iCSeeフォルダ]に保存されます。
　　映像は、HEVC（H.265）に対応した動画再生アプリで再生できます。
　　なお、microSDカードを直接パソコンに接続しても、映像は再生できません。

Ｑ ： カメラの映像を保存する方法は？

Ｑ ： カメラが接続されていない、またはオフラインの場合の対処方法は？

Ｑ ： 5GHzのルーターは使用できますか？

よくある質問

免責事項

Ａ ： microSDカード（最大128GB）を挿入してください。なお、microSDカードの
　　容量が一杯になると、古い映像を自動で削除して、映像を上書きします。

Ａ ： 5GHzルーターを使用している場合、5GHzと2.4GHzは同じ接続ホットスポット
　　を使用します。つまり、SSIDが同じ場合は、直接接続できます。
　　5GHzと2.4GHzが同じ接続ホットスポットではない場合、（つまり、SSIDが異な
　　る場合）カメラを設定する前に、携帯端末のWi-Fiを、ルーターの2.4GHz帯の
　　ホットスポットに接続してください。

Ａ ： 1. カメラの電源やルーターのネットワークが正常か確認してください。
　　2. カメラの電源を接続して、カメラを再起動します。
　　3. カメラのリセットボタンを長押しして、工場出荷時の設定に戻します。

Ｑ ： 録画した映像をダウンロードする方法は？

 ・ 本製品は、犯罪抑止等を意図して製造された製品ですが、犯罪の防止・安全を完全に
　保証するものではございません。万一被害など発生致しましても、当社は責任を負いか
　ねますのでご了承ください。
 ・ 地震・雷・風水害などの天災および当社責任以外の火災、第三者による行為、その他
　事故、お客様の故意または過失・誤用・その他異常な条件下での使用により生じた損害
　に関して、当社は一切責任を負いません。
 ・ 本紙の記載内容を守らないことにより生じた損害に関しては、一切責任を負いません。
 ・ 本紙に記載されている付属品以外の接続、映像の撮影、アプリの使用により生じた損害
　に関しては、当社は一切責任を負いません。
 ・ 事故や本製品の故障・修理・その他取り扱いによって、本製品に登録された設定データ
　などが変化または消失することがありますが、これらのデータの修復により生じた損害
　に関して、当社は一切責任を負いません。



安全にお使いいただくために

使用時の注意

 ・ 不安定な場所、振動の多い場所、強度の弱い壁に設置しないでください。
 ・ 湿気やほこりの多い場所、子供の手の届く場所に設置しないでください。
 ・ 火気のそば、直射日光の当たる所や、高温の所に設置しないでください。
 ・ 油飛びや湯気が当たるような場所に設置しないでください。
 ・ 重電機器や電磁波を発生する機器の近くに設置しないでください。
 ・ 付属の電源アダプタ以外は、絶対に使用しないでください。
 ・ AC100V家庭用電源以外では、絶対に接続しないでください。
 ・ ぬれた手で電源アダプタを抜き差しないでください。
 ・ 電源アダプタを抜くときは、必ず電源アダプタ本体を持って抜いてください。
 ・ カメラを分解・改造しないでください。火災・感電・故障の原因となります。
 ・ カメラは、許容範囲内の温湿度（-20℃～50℃、20％～85％）で使用・保管してください。
 ・ 万一、煙が出ている、異臭がする場合、電源アダプタをコンセントから抜いて、煙が出なく
　なるのを確認してから、ご購入店か当社に修理をご依頼ください。お客様による修理は
　危険ですから絶対おやめください。
 ・ 雷が激しいときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。
 ・ 電源プラグのソケットのほこりを、定期的（半年に１回程度）に取り除いてください。
　

 ・ カメラを設置する際、地域の条例やガイドラインに従って設置してください。
　撮影箇所により、許可・届出等が必要な場合があります。
 ・ カメラの設置や利用につきましては、お客様の責任で被写体のプライバシー、肖像権など
　を考慮のうえ、ご利用ください。
 ・ 撮影した映像の各種権利（肖像権、意匠権等）については、お客様で管理ください。
 ・ 本製品で使用するアプリは、当社開発のアプリでなく、無料で利用できるアプリです。
　従って、アプリについては、当社でのサポートは致しかねますのでご了承ください。
 ・ 当社ではアプリの動作保証は致しません。お客様の責任のもとでインストールしてくだ
　さい。携帯端末やネットワークの環境により使用できない場合があります。
 ・ アプリは予告なく改修され、更新されます。ご了承ください。
 ・ アプリは都度、機能更新等がされますので、取扱説明書（本紙）の画面や操作が変更され
　ている場合があります。その場合、画面の指示に従ってください。
 ・ アプリでは、使用するに当たり、メールアドレス等の個人情報の登録が必要になります。
　お客様の秘匿情報を登録しないでください。
 ・ アプリでは、動作に必要な最低限の情報（使用地域、IP情報、OS情報等）を収集している
　ことを理解したうえでご使用ください。
 ・ 本紙では、アプリ操作を含めた携帯端末の操作については説明していません。
 ・ アプリに与えている権限が不十分な場合、使用できない機能があります。
　必要な権限の確認の上、操作ください。
 ・ microSDカードを取り外す前に、カメラの電源を切ってください。
 ・ microSDカードには寿命があります。寿命になると録画できなくなる恐れがありますので、
　定期的にフォーマットをする、または新品への交換をお勧めします。



アプリの詳細な説明やパソコンで映像を見る方法をご覧になりたい場合は、
弊社ホームページに掲載されている取扱説明書をご参照ください。
https://lets-co.jp/cn3/kurofuku.html

製品保証書
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